
宿題[1]：
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軌道半径や軌道エネルギーに対する n依存性は分かった。Z依存性を導出しなさい。

１年次のときに



宿題[3]： 1s および2s 軌道で最大の電子密度の場所 、a0単位で。

ヒント：動径分布関数 4pr2Y2 が極値を持つ条件、導関数=0の評価
なので4pと規格化因子は略すと楽.

電子密度はY2で表される.動径方向の積分について、微小球殻体積
中の電子の存在確率が Y2dv = 4pr2Y2dr .
従って、動径分布関数は4pr2F2.
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まず、Ψ1s とΨ2s を書いてください。

百科事典などに掲載されているほ
か、テキスト表1.1も利用できます。

Ψ(r,q,f) = R(r)Y(q,f) です。
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